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簿
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第51回定期総会報告

12
月
9
日（
月
）、ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
に
お
い
て
、
第
51
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

池
谷
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
は
連
合
東
京
の
鈴
木
総
務

局
長
を
選
出
、遠
藤
会
長
の
挨
拶
、来
賓
と
し
て
中
央
労
福
協
・
山
本
副
会
長
、

東
京
都
産
業
労
働
局
雇
用
就
業
部
・
矢
田
部
部
長
、
連
合
東
京
・
大
野
会
長

か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
2
0
1
3
年
度
活
動
報
告
・

会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、
2
0
1
4
年
度
活
動
方
針
、
2
0
1
4
年
度

予
算
、
役
員
改
選
の
4
つ
の
議
案
が
満
場
一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
役
員
の
挨
拶
の
後
、
伊
野
瀬
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
の
記
念
講
演
は
、
鈴
木
哲
夫
氏
に
よ
る「
政
治
報
道
の
カ
ラ
ク

リ
|
安
倍
政
権
誕
生
の
真
相
&
操
ら
れ
た
平
成
選
挙
史
|
」。
鈴
木
氏
は
、フ

ジ
テ
レ
ビ
の
報
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
経
て
2
0
1
3
年
6
月
か
ら
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
、「
最
後
の
小
沢
一
郎
」等
の
著
作
も
あ
り
、ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
党
幹
部
の
選

挙
シ
ナ
リ
オ
や
安
倍
首
相
が
若
い
こ
ろ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
、
ね
じ
れ
の
解
消
に
と
も
な
う
マ
ス
コ
ミ

報
道
の
あ
り
方
な
ど
に
つい
て
軽
妙
な
口
調
で
語

ら
れ
、「
政
治
の
真
実
を
見
極
め
る
の
は
有
権
者

自
身
で
そ
の
た
め
の
情
報
収
集
は
単
な
る
道

具
」と
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
大
変
興
味

深
い
内
容
で
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

開会挨拶 池谷副会長
議　　長 連合東京・鈴木総務局長
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昨
年
も
一
昨
年
に
引
き
続
き
、東
京
労
福
協
傘
下
の
み
な
さ

ま
に
は
ご
支
援
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
か
ら
、震
災
前
に
も
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
オ
ー
ナ
ー
の

み
な
さ
ま
へ
の
直
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
る
処
理
場
建
設

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
が
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
石

巻
市
東
部
支
所
で
は
、今
後
10
年
間
毎
年
1
0
0
0
万
円
の
処

理
場
ロ
ー
ン
が
残
り
ま
す
。

さ
ら
に
、自
宅
・
船
・
漁
具
の
ロ
ー
ン
が
重
な
る
た
め
に
、オ
ー

ナ
ー
制
度
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

今
年
も
美
味
し
く
て
安
全
な
荒
波
牡
蠣
養
殖
に
励
み
ま
す

の
で
、ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

荒
波
牡
蠣
復
活
委
員
会 

会
長  

石
森 

裕
治

東
京
労
福
協
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
か
ら
も

新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

ご
紹
介
致
し
ま
す
と
共
に
、

皆
様
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
国
際
労
働
事
情
研
究
会
の

海
外
視
察
事
業

　

平
成
25
年
度
は
、
9
月
23
日
か
ら
29
日（
5
泊
7
日
）ま
で

13
名
の
団
体
に
よ
り
、ミ
ャ
ンマ
ー
と
タ
イ
の
視
察
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
3
月
の
民
政
移
管
を
契
機
に
民
主
化
が
進
展

し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
国
際
支
援
も
大
き
く
動
き
出
し
た
ミ
ャ

ン
マ
ー
。
安
価
な
労
働
力
の
確
保
や
人
口
6
千
万
人
と
い
わ
れ

る
市
場
を
視
野
に
、
多
く
の
国
が
進
出
を
目
論
ん
で
い
ま
す

が
、
進
出
企
業
に
対
す
る
国
内
法
の
未
整
備
や
、
電
力
・
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
不
足
、
事
実
上
最
低
賃
金
も
無
く
労
働
時

間
を
は
じ
め
労
働
法
制
が
無
い
に
等
し
い
状
況
な
ど
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
仏
教
徒
が
9
割
を
占
め
、
勤
勉
で

家
族
思
い
の
お
国
柄
、
経
済
指
標
を
は
じ
め
と
す
る
数
値
だ
け

で
は
推
し
量
れ
な
い
豊
か
さ
が
あ
る
国
の
よ
う
で
す
。
今
後
の

発
展
に
着
目
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
3
千
〜
5
千
社
と
も
い
わ
れ
る
日
本
企
業
が

進
出
し
て
い
る
タ
イ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
の
大
洪

水
に
よ
る
損
失
で
経
済
成
長
も
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
現
在
は

回
復
基
調
に
あ
り
、
失
業
率
は
0
・
6
％
と
低
位
で
安
定
、
全

国
一
率
3
0
0
バ
ー
ツ
の
最
低
賃
金
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
最

近
の
傾
向
と
し
て
、日
本
の
零
細
企
業
の
進
出
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
、ビ
ザ
免
除
に
と
も
な
い
地
方
の
首
長
が
観
光
誘
致
の

た
め
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

伺
い
ま
し
た
。
視
察
団
の

帰
国
か
ら
2
ヵ
月
後
、バ

ン
コ
ク
で
の
暴
動
が
大
き

く
報
道
さ
れ
、
国
内
政
治

を
ど
の
よ
う
に
安
定
さ
せ

る
の
か
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
26
年
度
東
京
都
へ
の

政
策
・
制
度
要
請

　
12
月
17
日（
火
）、
東
京
都
庁
の
会
議
室
に
お
い

て
、「
平
成
26
年
度
東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会
お
よ

び
傘
下
事
業
団
体
の
行
う
福
祉
事
業
活
動
へ
の
助

成
と
協
力
に
関
す
る
要
請
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　【東
京
労
福
協
か
ら
の
要
請
】

●
勤
労
都
民
の
た
め
の
福
祉
向
上
運
動
へ
の
支
援
、

●
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
被
災
者
支
援
や
復
興
支

援
の
見
直
し
と
継
続
、

●
首
都
直
下
地
震
に
対
す
る
諸
施
策
の
強
化
な
ら
び
に

防
災
・
減
災
諸
施
策
の
普
及
啓
発
、

●
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
祉
向
上
、
格
差
貧
困
社
会
是

正
へ
の
取
り
組
み
強
化
、

●
多
重
債
務
対
策
お
よ
び
自
殺
防
止
対
策
へ
の
取
り
組

み
強
化
、

●
消
費
者
行
政
の
見
直
し
や
教
育
の
充
実
、

●
子
育
て
支
援
や
介
護
に
か
か
わ
る
支
援
策
、

●
生
活
保
護
制
度
の
改
善
　
な
ど

　【中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部
か
ら
の
要
請
】

●
東
京
都
中
小
企
業
従
業
員
生
活
資
金
融
資
制
度
の

利
用
促
進
・
活
用
に
向
け
た
諸
施
策
を
要
請
。

　【全
労
済
東
京
都
本
部
か
ら
の
要
請
】

●
都
市
型
水
害
の
さ
ら
な
る
対
策
、

　【東
京
都
生
協
連
か
ら
の
要
請
】

●
東
京
都
防
災
計
画
を
踏
ま
え
た
首
都
直
下
地
震
等

に
備
え
る
た
め
の
対
策
強
化
、

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と
被
災
者
へ
の
支
援
継

続
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
の
促
進
、

●
一般
家
庭
で
の
節
電
・
省
エ
ネ
な
ど
の
諸
施
策
推
進
、

●
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
誰
も
が
安
心
し
て
暮
し
続
け

ら
れ
る
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

　そ
れ
ぞ
れ
東
京
都
各
局
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

『研修・会合の機会に、ぜひお待ちしています』

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、福
島
県
や
私
た
ち
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
対
す
る
ご
支
援
、

ご
愛
顧
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ハ
ナ・こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
本
年
も
尚
一
層
の

ご
指
導
と
ご
愛
顧
の
程
、お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ 

ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム 

リ
ー
ダ
ー

モ
ア
ナ 

梨
江

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、東
京
労
福
協
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
、全
労
済
ホ
ー

ル・ス
ペ
ー
ス
ゼ
ロ
で
東
京
で
４
度
目
と
な
る
上
演
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
公
演
に
は
、傘
下
の
団
体
様
に
も
ご
協
賛
、ご
協
力
を
賜

り
、よ
り
多
く
の
方
々
に
被
災
地
の
現
状
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。今
年
も
、群
馬
、仙
台
、愛
媛
な
ど
全
国
各
地
で
上
演
の

予
定
で
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
ほ
ど
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

復
興
支
演 

舞
台「
イ
シ
ノ
マ
キ
に
い
た
時
間
」

製
作
委
員
会　

代
表　

石
倉
美
佐
緒

東北復興支援舞台『イシノマキにいた時間』 
http://www.ishinomakitime.com/

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

震
災
・
原
発
・
景
気
・
平
和
|
。私
の
関
心
事
は
昨
年
か
ら
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。被
災
地
の
復
興
も
原
発
事
故
の
収
束
も
遅
れ
、景
気

回
復
は
不
均
衡
に
進
み
、そ
し
て
平
和
を
脅
か
す
内
外
の
動
き
が
あ

り
ま
す
。

で
も
、い
ろ
ん
な
場
所
で
い
ろ
ん
な
形
で
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が

い
ま
す
。仲
間
が
い
る
か
ぎ
り
希
望
が
あ

り
ま
す
。希
望
を
つ
な
げ
る
今
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

二
木 

啓
孝

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
、
臨
時
国
会
を
終
え
た
安
倍
総
理
は
、
会
見
で
殊
勝
に
も「
反

省
」と「
今
後
の
丁
寧
な
国
会
運
営
」を
口
に
し
ま
し
た
。
特
定
秘
密
保
護

法
の
成
立
に
対
し
て
国
民
が
怒
っ
た
か
ら
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で

内
閣
支
持
率
が
軒
並
み
10
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ
た
の
は
、
実
は
国
会
の
外
側

で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
各
種
団
体
や
市
民
、
有
識
者
ら
の
国
民
運
動
が
伝

播
し
た
か
ら
で
す
。
永
田
町
の
与
野
党
の
政
治
家
た
ち
は
い
ま「
与
党
が
圧

倒
的
な
数
を
持
っ
て
い
る
」「
選
挙
も
当
分
な
い
」│
、
そ
ん
な
ぬ
る
ま
湯
に

浸
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
が
、
国
民

の
意
識
は
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
年
も
国
民
の
側
に
立
っ
て
、
と
も
に
、

政
治
に
喝
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

鈴
木 

哲
夫

荒波牡蠣復活委員会 で 検 索

スパリゾートハワイアンズ で 検 索

役
職
名

会

長

副

会

長

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

事
務
局
長

事
務
局
次
長

　

〃

　

　

〃

　

幹

事

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

会
計
監
査

　

〃

　

顧

問

所
属
団
体
名

連
合
東
京

連
合
東
京

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会

連
合
東
京

連
合
東
京

連
合
東
京

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
都
労
働
組
合
連
合
会

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会

（
公
財
）東
京
労
働
者
福
祉
厚
生
協
会

（
株
）勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
一財
）東
京
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

日
野
市
労
働
者
福
祉
協
議
会

東
京
高
齢・退
職
者
団
体
連
合

中
央
労
働
金
庫
東
京
都
本
部

全
労
済
東
京
都
本
部

東
京
労
働
者
福
祉
協
議
会

氏
名遠

　
藤
　
幸
　
男

大
　
野
　
　
　
博

池

谷

　

匠

髙

須

則

幸

伊
野
瀬
　
十
　
三

須

永

謙

治

大

森

栄

司

加

藤

　

貢

加

藤

　

保

荻

野

里

美

小

俣

　

要

田

村

和

彦

小

松

宏

志

竹

内

　

誠

青

木

美

仁

野

口

三

男

岩

﨑

照

明

横

山

　

秋

宮

崎

安

基

武

田

真

次

神

山

民

夫

天

井

　

修




